
「
引
き
込
み
現
象
」を
土
台
に

対
話
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
事
業
化

二
〇
世
紀
最
後
の
年
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横

浜
で
開
か
れ
た
第
一
回
ロ
ボ
ッ
ト
博
覧
会

「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
二
〇
〇
〇
」
で
、
二

足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
「
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
」（
ホ

ン
ダ
）
と
「
Ｓ
Ｄ
Ｒ
―
３
Ｘ
」（
ソ
ニ
ー
）

が
華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
鉄
腕
ア
ト

ム
に
象
徴
さ
れ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
の
誕

生
を
予
感
さ
せ
る
演
出
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ

の
前
身
、
Ｐ
２
（
ホ
ン
ダ
）
が
一
九
九
六

年
に
世
に
出
て
以
来
、
火
の
つ
い
た
ロ
ボ

ッ
ト
・
ブ
ー
ム
が
頂
点
に
達
し
た
。

そ
ん
な
フ
ィ
ー
バ
ー
の
さ
な
か
の
二
〇

〇
〇
年
三
月
、
岡
山
県
で
「
イ
ン
タ
ロ
ボ

ッ
ト
」
と
い
う
小
さ
な
会
社
が
産
声
を
上

げ
た
。
人
の
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
（
非
言
語
）

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
岡
山
県
立
大
学
の
渡
辺
富
夫
教
授
が
モ

デ
ル
化
し
た
「
ｉ
Ｒ
Ｔ
（
イ
ン
タ
ロ
ボ
ッ

ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）」と
い
う
意
思
疎
通

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
原
理
を
基
に
、
メ

カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
、
コ
ア
テ
ッ
ク

の
社
員
で
、
同
大
情
報
工
学
部
博
士
課
程

に
在
籍
し
て
い
た
社
会
人
大
学
院
生
の
小

川
浩
基
氏
が
立
ち
上
げ
た
産
学
連
携
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
あ
る
。

社
名
に
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
い
う
名
前
が

つ
い
て
は
い
る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
よ
う

クローズアップ！ニッポン企業の底力

人間の言葉に
身ぶり・手ぶり″で応える

世界初「以心伝心
ロボット」の開発秘話

″

「こんにちは。元気？」「うん」――人間の呼びかけに、一見無機的なロボットがうなずいて応える。
自然なうなずきやまばたき、身ぶり、手ぶりを交える表情豊かな対話型ロボットを

岡山県立大学発のベンチャー企業が世に送り出した。
あたかも会話しているように、自然な身体動作を繰り出すこのロボットのコア技術は、

娯楽や教育、福祉介護など、スムーズなコミュニケーションを必要とする市場へと広がり始めた

フリーライター木村元紀 Motoki Kimura
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上
げ
倍
増
の
勢
い
だ
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
集
団
と
共
同
開
発
し

た
ビ
ラ
配
り
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
す
で
に
五
台

が
稼
働
。
幼
稚
園
向
け
の
対
話
型
ロ
ボ
ッ

ト
は
、埼
玉
県
の
幼
稚
園
に
導
入
さ
れ
た
。

ま
た
、
三
菱
重
工
業
が
来
年
、
発
売
予
定

の
家
庭
用
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｕ
」へ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
も
締
結
し
た
。

な
ロ
ボ
ッ
ト
完
成
品
を
製
作
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
同
社
の
コ
ア
技
術
で
あ
る
ｉ
Ｒ

Ｔ
は
、
人
が
発
し
た
音
声
の
オ
ン
・
オ
フ

や
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
う
な
ず
き
や
ま

ば
た
き
な
ど
の
身
体
動
作
を
自
動
的
に
生

成
し
、
そ
の
リ
ズ
ム
を
ロ
ボ
ッ
ト
と
共
有

す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
と
い
う
も
の
。
言
葉
の
意
味
情
報
を
理

解
し
て
会
話
を
す
る
音
声
認
識
・
音
声
合

成
の
技
術
と
は
異
な
る
。

わ
か
り
や
す
い
例
と
し
て
は
、
玩
具
メ

ー
カ
ー
と
共
同
開
発
し
た
熊
型
ぬ
い
ぐ
る

み
の
「
う
な
ず
き
君
」
だ
ろ
う
。
言
葉
は

発
し
な
い
が
、
あ
た
か
も
実
際
に
会
話
を

し
て
い
る
よ
う
に
、
自
然
に
相
づ
ち
を
打

っ
て
く
れ
る
こ
と
で
癒
し
効
果
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
高
齢
者
施
設
な
ど
で
受
け
、
発

売
四
ヵ
月
で
一
万
台
以
上
を
売
る
ヒ
ッ
ト

商
品
に
な
っ
た
。

こ
の
ｉ
Ｒ
Ｔ
を
世
界
で
初
め
て
導
入
し

た
最
先
端
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
「
ロ
ボ
ト
ー
ク
」
も
開
発
。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
活
躍
す
る
Ｃ
Ｇ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
実
体
を
伴
う
リ
ア
ル
ロ
ボ
ッ
ト

を
制
作
し
て
お
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
高
性

能
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｙ
Ｓ
Ｋ
―
０
１
」
な
ど

が
、
全
国
各
地
の
博
物
館
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
活
躍
し
て
い
る
。

「
い
ろ
い
ろ
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
集
め
た
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
、
う
ち
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
い
ち

ロ
ボ
ッ
ト
の
レ
ン
タ
ル
事
業
か
ら
、
受
託

開
発
、
ラ
イ
セ
ン
ス
提
供
へ
と
、
事
業
は

着
実
に
拡
大
し
て
い
る
。

身
体
動
作
の
リ
ズ
ム
を
共
有
し

円
滑
な
意
思
疎
通
が
可
能
に

同
社
の
技
術
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
型

ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
に
派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ば
ん
楽
し
か
っ
た
と
い
っ
て
く
れ
る
子
ど

も
が
多
い
。
単
に
機
械
的
な
言
葉
を
や
り

と
り
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
本
当
に
ロ

ボ
ッ
ト
と
話
し
た
と
実
感
で
き
る
か
ら
な

の
で
し
ょ
う
」（
小
川
社
長
）

大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
軌
道
に

乗
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
が
、
同
社
は
四
期

目
に
し
て
単
年
度
黒
字
を
達
成
し
、
売
り

画：山井淳一

新生児

【身体的コミュニケーションにおける引き込み】

母親などの育児者

ロボットに応用

対話者Ｂ

▼

▼

［発話音声］

人間は身ぶりや表情などの
非言語情報、呼吸や心拍変
動などの生体情報を交換し
合うことで、コミュニケー
ションを図っている。新生
児が母親の言葉に反応でき
るのは、母親とリズム感を
共有できているから

［対面コミュニケーションの成立要素］
・バーバル情報
言語
・ノンバーバル情報
韻律
まばたき、うなずき
表情、手ぶり、身ぶり
呼吸、心拍変動　など

▼［発話音声］そうだね。快晴で
気持ちがいいね。

ネットワーク

今日は天気が
いいですね？

［音声］

そうだね。快晴で
気持ちがいいね。

YSK-01
（オリジナルロボット）

今日は天気が
いいですね？

対話者A

YSK-01は、音声（ON-OFF、音量、韻
律）から、コミュニケーション（うなず
き、まばたき、身ぶり・手ぶり）をリア
ルタイムに自動生成。ここでは、対話者
Aの語りかけに、YSK-01は聞き手とし
て多様な身ぶり・手ぶりなどの身体動作
で対話者Aを引き込むように反応。一方、
対話者Bの音声が入ると、YSK-01は話
し手としてのコミュニケーション動作を
その音声に関連づけて生成する。ここで
やりとりする情報は、あくまでも音声

▼

▼
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ン
ス
は
な
い
が
、
今
後
の
ロ
ボ
ッ
ト
市
場

に
と
っ
て
重
要
性
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
型
ロ
ボ
ッ
ト
は
注
目

さ
れ
る
半
面
、
具
体
的
な
利
用
目
的
は
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
。
災
害
救
助
、
極
限

作
業
、
生
活
支
援
、
介
護
・
看
護
分
野
な

ど
い
く
つ
か
の
用
途
が
想
定
さ
れ
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
実
用
化
に
は
ほ
ど
遠
い
段

階
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
型
ロ
ボ
ッ
ト
は
将
来
性
が
有
望
視

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
先
駆
け
が
、
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
系
と
さ
れ
る
、
ペ
ッ
ト

型
ロ
ボ
ッ
ト
の「
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
」（
ソ
ニ
ー
）と

い
え
る
。

し
か
し
、「
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
」
も
現
状
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
十
分
と
は

い
え
な
い
。
ど
こ
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ

る
。
音
声
認
識
技
術
で
対
応
す
る
受
付
ロ

ボ
ッ
ト
も
、
機
械
と
接
し
て
い
る
冷
た
さ

を
拭
い
き
れ
な
い
。
そ
れ
ら
に
不
足
し
て

い
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
未
開
発
だ
っ
た
イ

ン
タ
ロ
ボ
ッ
ト
の
ｉ
Ｒ
Ｔ
、
ノ
ン
バ
ー
バ

ル
・
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
技
術
で
あ
る
。

「
ｉ
Ｒ
Ｔ
の
根
本
は
、
つ
な
が
る
た
め
の

技
術
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
下
地
を

作
る
技
術
で
す
。
赤
ん
坊
は
母
親
と
言
葉

は
交
わ
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
言
葉

の
意
味
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
心
を
通
わ

せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
〝
リ
ズ
ム
同
調
〞

前
出
の
「
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
」
の
例
で
も
、
初

め
は
か
わ
い
ら
し
い
反
応
を
楽
し
め
る
が
、

時
間
と
と
も
に
学
習
機
能
の
仕
組
み
が
透

け
て
見
え
て
く
る
と
、
興
ざ
め
し
て
し
ま

う
と
い
う
声
が
あ
っ
た
の
も
事
実
だ
。

岡
山
県
立
大
学
の
渡
辺
教
授
は
、
リ
ズ

ム
同
調
の
前
提
と
な
る
自
然
な
身
ぶ
り
を

生
成
す
る
た
め
に
、
一
〇
〇
〇
件
近
い
サ

ン
プ
ル
か
ら
数
学
的
モ
デ
ル
を
作
り
出
し

た
と
い
う
。
被
験
者
の
体
に
複
数
の
磁
気

セ
ン
サ
ー
を
つ
け
、
映
像
と
音
声
と
体
の

動
き
に
関
す
る
膨
大
な
デ
ー
タ
を
時
系
列

的
に
集
め
て
解
析
し
、
実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト

に
組
み
込
ん
で
効
果
を
検
証
す
る
と
い
う

作
業
を
繰
り
返
し
た
。
こ
う
し
た
研
究
の

成
果
が
、
ｉ
Ｒ
Ｔ
に
結
実
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｇ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
使
用
し

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
学
習
効
果
向
上

渡
辺
教
授
の
研
究
成
果
を
ベ
ー
ス
に
し

た
イ
ン
タ
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
信
す

る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
分
野
で
も
生
か
さ
れ

て
い
る
。

通
常
の
教
材
で
は
、
Ｃ
Ｇ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
で
作
ら
れ
た
講
師
が
、
画
面
上
の
教
壇

か
ら
一
方
的
に
、
直
接
話
し
か
け
て
く
る
。

こ
れ
に
対
し
て
イ
ン
タ
ロ
ボ
ッ
ト
の
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
、
仮
想
教
室
の
中

に
講
師
だ
け
で
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
見

と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
時
の
同
期

現
象
で
す
。
言
葉
の
意
味
情
報
を
や
り
と

り
す
る
以
前
に
、
う
な
ず
き
や
身
ぶ
り
に

よ
っ
て
身
体
的
な
リ
ズ
ム
の
同
調
が
あ
り
、

話
し
手
と
聞
き
手
が
相
互
に
引
き
込
み
合

う
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
意
志
疎
通
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
」

リ
ズ
ム
同
調
、
あ
る
い
は
〝
引
き
込
み

現
象
〞の
重
要
性
は
、
日
常
生
活
に
お
い

て
誰
も
が
知
ら
ず
に
感
じ
て
い
る
。
例
え

ば
、
電
車
の
中
で
他
人
が
携
帯
電
話
を
使

っ
て
い
る
と
気
持
ち
が
悪
い
。
こ
れ
は
、

会
話
に
同
調
し
て
い
る
相
手
が
見
え
な
い

こ
と
か
ら
く
る
。
た
と
え
大
き
な
声
で
会

話
し
て
い
て
も
、
話
し
て
い
る
者
同
士
が

同
じ
場
で
見
え
れ
ば
、
う
る
さ
く
は
感
じ

る
が
違
和
感
は
な
い
。

ま
た
、
受
け
答
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
少

し
ず
ら
す
だ
け
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
成
り
立
た
な
い
。
テ
レ
ビ
の
衛
星
生

中
継
で
、
音
声
と
映
像
が
ず
れ
る
と
奇
妙

な
感
覚
を
も
つ
の
と
同
じ
だ
。
し
か
も
同

じ
動
作
だ
け
し
か
し
な
い
と
飽
き
て
く
る
。

「
同
じ
問
い
か
け
に
対
し
て
、
微
妙
に
違

う
反
応
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
作
ら
れ
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
単
純
な
一
回
の
う

な
ず
き
で
は
、
作
り
込
ま
れ
た
動
作
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
と
感
じ
て
し
ま
い
、
受
け
手

の
側
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
ー
ド

を
切
り
替
え
る
と
い
う
か
、
真
剣
に
聞
か

な
く
な
る
。
パ
タ
ー
ン
が
見
え
た
と
た
ん

に
相
手
を
モ
ノ
と
し
て
見
て
し
ま
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立
た
な
く
な

り
ま
す
」

ｉＲＴを応用した製品のひ
とつ、音声ガイダンス付き
の総合案内サービスなどに
使われる受付ロボット（ｉ
ＲＴ-Station）。シンプルな
インタフェースながら、自
然な応対を実現

幼児向け遊具メーカーのジャクエツと共同開発し、実用化されている
コミュニケーション支援ロボット。先生の話に同期した身ぶり、音楽の
演奏と踊り、教育コンテンツなどを利用できる
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クローズアップ！ニッポン企業の底力

「人間関係に軋轢を生じさせる疎外感を解
消したり、置くだけで心が和むような全く
新しいオリジナル商品も開発したい」（小
川社長）

代 表 者 代表取締役社長　小川浩基
所 在 地 岡山県岡山市芳賀5303-113
電　　話 086-286-9227
設　　立 2000年３月
資 本 金 2000万円
従業員数 ５人
U R L http://www.i-robot.co.jp

Corporate Profile

る
と
後
ろ
向
き
に
座
っ
た
複
数
の
生
徒
が

い
る
。
そ
し
て
、講
義
に
合
わ
せ
て
、生
徒

た
ち
が
個
々
に
う
な
ず
い
た
り
首
を
傾
げ

た
り
、身
体
的
な
動
作
を
行
う
。
す
る
と
、

あ
た
か
も
自
分
が
教
室
で
授
業
を
受
け
て

い
る
か
の
よ
う
に
話
の
内
容
に
引
き
込
ま

れ
、
学
習
効
果
が
高
ま
る
と
い
う
の
だ
。

「
現
在
の
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

が
自
分
で
判
断
し
て
自
分
で
答
え
る
自
立

型
ロ
ボ
ッ
ト
を
目
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
は
人
と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
支
援
す
る
と
い
う
発
想
で
す
。
電

話
の
よ
う
に
遠
隔
地
で
音
声
だ
け
を
や
り

と
り
し
て
い
た
場
面
で
、
身
体
的
な
視
覚

情
報
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際

に
会
っ
て
話
し
て
い
る
よ
う
な
深
い
、
生

き
生
き
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

実
現
で
き
る
。
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
イ
ン

タ
フ
ェ
ー
ス
技
術
で
す
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
な
、
例
え
ば
ゲ
ー
ム
、

教
育
、
介
護
福
祉
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
応
用
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

ロ
ボ
ッ
ト
の
国
内
市
場
は
二
〇
〇
三
年

に
五
〇
〇
〇
億
円
、
一
〇
年
に
一
・
八
兆

円
、
二
五
年
に
は
六
・
二
兆
円
と
経
済
産

業
省
で
は
試
算
し
て
い
る
。
従
来
の
市
場

は
、
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
に
設
置
す
る
よ

う
な
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
占
め
ら
れ
て
い

た
。
今
後
は
非
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
、
家
庭
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
急
速
な
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
。

「
人
工
知
能
や
音
声
認
識
な
ど
の
知
能
制

御
系
の
要
素
技
術
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
ユ

ー
ザ
ー
の
要
求
水
準
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
は
ま
だ
黎
明
期
で
す
が
、五
年
後
、一
〇

年
後
に
花
開
く
時
期
ま
で
力
を
蓄
え
な
が

ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
の
成
長
軌
道
に
乗
れ

る
よ
う
に
備
え
ま
す
」

人
と
ロ
ボ
ッ
ト
を
結
ぶ
イ
ン
タ
ロ
ボ
ッ

ト
の
夢
に
〝
同
調
〞す
る
市
場
は
、
つ
い

そ
こ
ま
で
届
い
て
い
る
。

写真：村山雄一

【モニター】
背後に立つコンパニオン
の発話音声を認識して表
情・まばたきを変える

ティッシュ　

【アーム】
センサーで感知した
客に向けて適当な位
置にティッシュを差
し出す

【スピーカー】
音声認識、音声合成と
の連携でコンパニオン
の説明が流れる

【センサー】
５つのセンサーが客の動きを感
知し、ロボットの正面を誘導

【iRTを導入して開発されたティッシュ配りロボット】

可動

可動


